








研究目的 

ハイリスク妊娠における胎児予備能を知る目的で心拍数基線微細変動の測定は,既に NST

として広く臨床応用されているが,その成因や胎児発育に伴う変化などは今後の検討課題

として残されている。これを明らかにして行く目的で,昨年度の本研究で開発した胎児心拍

自動解析装置を用い,正常妊娠時の胎児発育に伴う変化を測定し,胎児自律神経系の完成時

期を推察するとともに vari-abillty の正常限界を明らかにせんとした。一方,分娩時,man

ifest fetal distress 診断上,FHRdeceleration のの持つ意味あいは大きく,deceleration

の各種パラメータの値重みを解析し,最適時刻に異常警報を発するアルゴリズムの検討を

行った。 


